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■
先
般
の
大
雨
浸
水
の
影
響
で
、
当
課
に
も

浸
水
の
苦
情
電
話
が
殺
到
し
ま
し
た
。
人
員

削
減
の
痛
手
を
痛
烈
に
感
じ
ま
し
た
。

 

池
田　

貴
俊
（
門
真
市
職
労
）

■
今
年
の
夏
、
知
人
の
誘
い
で
初
め
て
東
北

震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
だ
い
ぶ
た
ち
、
私
な
ん
か
に
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
か
と
不
安
な
面
持
ち
で
し

た
が
、
現
地
の
方
々
の
笑
顔
や
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
に
は
ま
だ
ま
だ
や
る

べ
き
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

大
阪
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
募
金
、
節
電
な
ど

小
さ
な
こ
と
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

 

泉
里　

弥
生
子
（
吹
田
市
職
労
）

■
８
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
枚
方
市
職

労
の
熊
給
芳
雄
さ
ん
の
生
き
方
が
人
間
と
し

て
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
組
合
活
動

は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
!!

 

峰　

朋
子
（
吹
田
市
関
連
労
組
）

■
我
が
家
の
「
ラ
ン
」
は
15
歳
の
ヨ
ー
ク
シ

ャ
ー
テ
リ
ヤ
で
す
っ
か
り
〝
お
婆
さ
ん
〞
!?

こ
の
頃
、
朝
５
時
前
後
に
「
お
ト
イ
レ
!!
」

と
起
こ
さ
れ
ま
す
（
一
緒
に
寝
て
い
る
の

で
）
お
か
げ
で
寝
不
足
気
味
で
す
…
。

 

神
材　

鈴
江
（
羽
曳
野
市
職
労
）

■
急
に
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
窓
を
開
け
て

寝
て
い
る
と
寒
い
ぐ
ら
い
で
す
。
体
調
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 

後
藤　

千
恵
美
（
寝
屋
川
市
職
労
）

■
民
主
・
自
民
・
公
明
、
そ
し
て
橋
下
「
維

新
の
会
」
の
共
通
点
は
、
ア
メ
リ
カ
と
大
企

業
に
も
の
が
い
え
な
い
こ
と
。
こ
れ
で
は
、

日
本
の
平
和
も
国
民
の
生
活
も
守
れ
ま
せ

ん
。
総
選
挙
で
こ
う
し
た
政
治
の
中
身
を
変

え
ま
し
ょ
う
。

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

タ
テ
の
カ
ギ

❶
本
人
と
違
う
者
が
〇
〇
〇
〇
受
験
し

た
❷
食
物
〇
〇
〇
は
整
腸
作
用
に
役
立
つ

❸
静
か
に
釣
〇
〇
を
垂
れ
る

❺
〇
〇
を
聞
い
て
十
を
知
る
人
も

❻
教
育
の
機
会
〇
〇
〇
〇
を
保
障

❼
知
り
合
い
と
同
義

❾
〇
〇
〇
〇
〇
の
百
円
ラ
イ
タ
ー

13
イ
シ
モ
チ
ガ
レ
イ
と
も
言
い
美
味

15
だ
れ
の
〇
〇
で
も
あ
り
ゃ
し
な
い

16
よ
る
。
〇
〇
の
う
ち
、
〇
〇
っ
ぱ
り

17
特
に
関
西
で
カ
ボ
チ
ャ
の
別
称

18
彼
に
は
〇
〇
〇
〇
変
わ
っ
た
趣
味
が

あ
る

19
〇
〇
〇
も
山
の
賑
わ
い

21
〇
〇
〇
は
妻
を
い
た
わ
り
つ
…

23
黒
↑
↓

25
増
税
断
固
〇
〇
！

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
学
校
近
視
と
同
様
の
〇
〇
〇
近
視

❹
運
勢
が
こ
の
上
も
な
く
よ
い
こ
と

❽
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
玄
関
？

10
珍
し
い
こ
と
。
前
代
未
聞
の
〇
〇
〇

11
小
を
兼
ね
ま
す

12
〇
〇
の
よ
う
に
押
し
黙
る

14
千
㎏
の
単
位

15
皆
で
同
じ
旋
律
を
歌
う
こ
と
。
校
歌

〇
〇
〇
〇
〇

17
好
ま
し
い
男
性
の
意
味
の
英
語

19
酒
は
冷
や
よ
り
〇
〇
が
い
い

20
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
略
。〇
〇
シ
ョ
ッ
プ

21
な
か
な
か
〇
〇
な
味
だ

22
〇
〇
〇
は
繰
り
返
す

24
教
訓
を
含
ん
だ
寓
話
を
多
く
書
い
た

古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
、
〇
〇
〇
〇
寓
話

26
11
月
23
日
は
〇
〇
〇
〇
感
謝
の
日

27
命
の
限
り
戦
う
こ
と
。
〇
〇
〇
を
演

じ
る

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
11
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
２

年
12
月
号
の
紙
面
に
掲
載

8
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
２
年
８
月
号
の
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
モ
ウ
シ
ョ

ビ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
44
通
の
回

答
を
い
た
だ
き
、
抽
選
の
結
果
、
次
の

５
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

▼
細
川
暢
一（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
端

野
真
理（
枚
方
市
職
労
）
▼
川
端
健（
門

真
市
職
労
）▼
深
江
祐
子（
吹
田
関
連
労

組
）
▼
河
野
三
千
代（
岸
和
田
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字を並べ替えて意味の
通る言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：よく墜落します

８月号の解答
「モウショビ」

タネビ カイチク
コイクチ シヨウ
ツキ ヨカ ウキ
ボ コウクウキ
セツカセン ヤ

タイ イイ ヨク
カモク キヨウシ
ネンリン チキン

「よりよい保育をめざす学習決起集会」
組合員・保護者が200人以上参加

（東大阪市職労）

準を守りさらによくしていくために、保護者として何
ができるか考えていきたい」との意見がありました。
　集会では①パブコメ・署名で市民世論を広げる　②
地域宣伝・保育関係団体への申し入れ　③交渉強化の
提起がされ、よりよい最低基準条例をつくるため奮闘
することを確認しました。

　東大阪市職労は９月５日「よりよい保育をめざす学
習決起集会」を開き、保育士を中心とした組合員と保
護者をあわせ200人以上が参加しました。大阪保育運
動連絡会副会長の岩狭匡志さんを講師に招き、「子ど
も・子育て新システム」をめぐる情勢とより良い最低
基準を作る取り組みについて学習をしました。講演の
中で岩狭氏は「最低基準条例は、お金がないからと低
い基準ではダメ。大人が責任をもってはっきりものを
言い、『頑張ったよ』と子どもたちに胸をはれる保育
をつくっていこう」と呼びかけました。
　保護者から「走り回る１歳児とハイハイの１歳児４
人を１人で保育する先生は神業やなあと思う。今の基

「個人還元金」と
「サポートＵ

アンダー

40」をお届けします
■掛金の７割を
　　加入者のために

■還元総額２億7901万円

■保障の見直しを

　自治労連共済は、掛金の７割を給付
と加入者への還元にあてることを基本
に運営しています。
　決算の結果、剰余金が出た場合は、
加入者に配分されます。

　昨年に限って「個人還元金」の実施
ができない結果となりましたが、東日
本大震災で被災された組合員・加入者

への給付は加入者の生活再建を支え
「助け合いの共済」としての役割をお
おいに発揮することができました。
　今年度は総額２億7901万円が還元さ
れることが決まりました。還元時期は
例年どおりです。

　高い保険料を払っている方、「セッ
ト共済」加入で負担をおさえて、差額
は着実に貯蓄に回しましょう。そして
来年は、あなたも還元金をお受け取り
ください。

　サポートＵ40は、若い人の掛
金負担を減らそうと40歳以下の
加入者に対し、セット型と加入
月数分に応じて掛金をプレゼン
トする制度です。
　昨年と同様、個人還元金と同
時期におとどけいたします。若
いうちに加入しておけば万一に
も安心ですね。

※還元対象期間に144,000円を超える給付をうけ
た加入者は個人還元の支給対象とはなりません。

※加入対象期間は、2011年９月～2012年８月

（円）

セット型 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 Ｃ4

掛金金額 11,300 10,170 8,910 7,870 6,780 5,640 4,430 3,230 2,130 1,040 3,080 2,660 1,950 1,740 1,530 2,630 1,590 860 610

個人還元額 16,030 14,560 13,370 11,390 9,710 7,630 7,040 6,000 3,950 2,200 6,720 5,630 4,010 3,460 2,920 5,670 3,450 2,020 1,200

※対象期間１年間同じセット型に加入した場合の還元額です。※対象期間は、 2011年６月～2012年５月

2012年10月「セット共済」型個人還元額一覧（対象期間2011.6～2012.5）

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10

11 12 13 14

15 16

17 18

19 20 21

22 23 24 25

26 27

▲ 岩狭さんの講演に保護者の
方々も真剣に聞き入ってい
ました

◀ 東大阪市職労・保育所支部執
行委員長・藤原直美さんのあ
いさつ

サポートＵ
アンダー

40 　　　
　若い方の掛金負担を
　減らす制度です


